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一 般 質 問 通 告 書 

佐野市議会議長 様 

受

付 

番号  １２ 

令和  ８年２月１２日 

午前  １０時４５分    

議会名 令和 ８ 年 第 １ 回 佐野市議会定例会 

発言者 議席番号 ５ 番  立川 俊一 

答弁を求める者 

(選択してください) 
市長 ・ 副市長 ・ 教育長 ・ 担当部局長 

一般質問時に使用する資料の

有無（選択してください） 

あり（ 資料提示 ・ 資料配付 ・ モニター使用 ） 

なし 

大項目（質問項目） 

中項目（質問細目） 
小項目（具体的な質問内容） 

１．山間部における土地利用

の適正化と土砂災害防止

対策について 

 

（１）令和元年東日本台風の

教訓と森林管理の方針に

ついて 

 

 

 

 

 

（２）伐採届について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①令和元年東日本台風で発生した土砂崩れ等の災害

を踏まえて、災害を予防するための本市の今後の

森林管理の方針についてお伺いします。 

 

②山間部、中山間地域における被災箇所の復旧にあ

たり、再発防止の観点からどのような対策を講じ

ているかお伺いします。 

 

①本市における過去３年間の伐採届出の年間受理件

数と届出面積の推移をお伺いします。 

 

②本市における過去３年間の皆伐と間伐の内訳につ

いてお伺いします。 

 

③土砂流出防止等の災害リスク低減の観点から、伐

採の適否について、どのような確認を行っている

かお伺いします。 
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（３）地形データの活用とガ

イドラインの策定につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）安全な林地開発のため

の規制について 

 

 

 

 

 

 

④急傾斜地や土砂災害警戒区域内での伐採につい

て、現行の制度上、事業者にどのような配慮を求

めているかお伺いします。 

 

⑤届出内容に対して、計画変更命令や指導を行った

件数とその内容についてお伺いします。 

 

⑥届出を受理した後の現地確認体制についてお伺い

します。 

 

⑦本市のチェックリストに、傾斜度や保全対象から

の距離、皆伐面積の上限等、地形や立地条件に関

するチェック項目を追加すべきと考えますが、本

市の見解をお伺いします。 

 

①伐採予定の森林の地形・地質リスクを確認する仕

組みとして、ＣＳ立体図などの既存データを活用

しているかお伺いします。 

 

②地形のリスクを考慮した伐採、路網整備が実施さ

れるよう、豊田市をモデルとして、本市の森林、

林業の実態及び予測に即した「森林保全ガイドラ

イン」を策定し、本市の指導監督機能を高めるべ

きと考えますが、本市の見解をお伺いします。 

 

③地域林政アドバイザー等の森林行政に関する専門

員の雇用に関して、「他市の状況や栃木県の助言

を参考に研究していきたい」との答弁が過去にな

されましたが、現在の状況についてお伺いしま

す。 

 

①本市の森林整備計画と佐野市自然環境等と再生可

能エネルギー発電設備設置事業との調和条例の間

で、災害防止に関する規定の整合性はどのように

図られているかお伺いします。 

 

②太陽光発電設備の設置に関して許可制とする地域

を広げることについて、本市の見解をお伺いしま

す。 
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２．学校教育について 

（１）義務教育学校について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③市内における太陽光発電設備の設置に関して、土

砂災害特別警戒区域は設置禁止区域に設定すべき

と考えますが、本市の見解をお伺いします。 

 

④１ヘクタール以下の小規模林地開発について事前

協議制度を導入し、市が開発計画を把握して適切

な指導を行う体制を整備することについて、本市

の見解をお伺いします。 

 

 

①あそ野学園義務教育学校、葛生義務教育学校の効

果検証において、測定できた定量データについて

お伺いします。 

 

②義務教育学校の教育的効果を検証する目的であれ

ば、効果検証アンケートにおいて、メリットと同

様にデメリットについても調査し、数値化したう

えで市民に向けて公表すべきであると考えます

が、この点について本市の見解をお伺いします。 

 

③平成２５、２６年度に市内全中学校区で行われ

た、小中一貫教育に関する実践研究以降に測定で

きた小中一貫教育の教育効果に関する定量データ

についてお伺いします。 

 

④今後の効果検証において必要となる、かえで義務

教育学校の開校前の各種データの収集計画がある

かお伺いします。 

 

⑤第三者による効果検証委員会の設置と適正規模・

適正配置基本計画（後期計画）を見直す具体的な

基準の設定を行うことについて、本市の見解をお

伺いします。 

 

⑥総事業費数百億円規模の投資に対する費用対効果

の分析は、どのように行われているかお伺いしま

す。 
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（２）不登校児童生徒への支

援について 

⑦栃木市の地元代表協議会のような仕組みを本市に

おいても導入し、説明だけでなく協議の場を設け

るべきと考えますが、本市の見解をお伺いしま

す。 

 

⑧義務教育学校のみの学校配置で多様な教育ニーズ

に応えられるのか、本市の見解をお伺いします。 

 

⑨多様な教育ニーズに応えるため、佐野市では廃止

予定の小規模特認校を導入する自治体もあります

が、この点について本市の見解をお伺いします。 

 

①学びの多様化学校の設置について、本市の見解を

お伺いします。 

 

②ＩＣＴを活用し、児童生徒が自宅にいながら「み

んなのまなびば アクティヴ・マイルーム」の職

員や他の児童生徒と交流できるようにすること

で、「アクティヴ・マイルーム」にも通いづらい

児童生徒を支援できると考えますが、本市の見解

をお伺いします。 

 

 


